
建災防神奈川支部ニュース
No.531 令和元年 12 月号 建設業労働災害防止協会　神奈川支部

横浜市中区太田町 2-22 番地 電話 201-8456 FAX201-7735

URL http://kensaiboukanagawa.com/   E-mail:kensaibou@crux.ocn.ne.jp

　建災防神奈川支部は、１１月６日（水）横浜市市民文化会館関内ホールにおいて、第５４回神奈川
県建設業労働災害防止大会を開催しました。当日は、神奈川県下から約５００名の参加があり、また、
神奈川労働局の荻原局長を始め多くのご来賓の皆様のご臨席をいただきました。
　山本善一副支部長の開会の言葉に続き、小俣支部長からは、「県内建設業における労働災害であるが、
昨年は死亡災害が１０名となり残念ながら３年ぶりに二桁 ( ふたけた ) の死亡者数になった。今年の
１月以降１０月末までの死亡災害は８名の方が亡くなっており、昨年同時期よりも１名増加している。
しかも８名のうち４名が墜落・転落で亡くなっている。墜落・転落災害は重篤な結果を生じさせるこ
とが多く、特にその防止対策を徹底する必要がある。また現在台風による災害復旧工事が行われており、
これから本格化すると思われるが、復旧工事に関連して１０月１６日付けで、神奈川労働局労働基準
部長名の通達が建災防神奈川支部長宛てに発出されている。災害復旧工事においては、作業員による
土砂崩壊災害、被害を受けた建物の屋根からの墜落転落災害、がれきの処理作業に伴う災害などが懸
念され、今回の通達では、復旧工事における十分な労働災害防止対策の徹底を要請している。」と挨拶
がありました。
　顕彰・表彰に続きご来賓の挨拶の後、岩本正夫運営委員長による安全の誓いがありました。
　第２部の特別講演では、神奈川労働局の吉谷真治労働基準部長から、「建設業における健康職場づく
りについて」と題して、また、かながわ健康財団の高垣茂子健康運動指導士からは、「ポッコリお腹改
造大作戦」と題して、それぞれご講演をいただき、最後に、黒田憲一副支部長による閉会の言葉によ
り終了し、大変盛況でした。
  
　支部大会において、顕彰・表彰を受けた方々は、以下のとおりです。

第５４回神奈川県建設業労働災害防止大会を開催
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顕　  彰

令和元年度において厚生労働大臣及び神奈川労働局長から労働災害防止に関する表彰を受けた者に対
し、支部長がこれを表彰するもの

厚生労働大臣表彰
　優良賞

　　株式会社　竹中工務店　横浜支店
　   　　（仮称）小杉町二丁目計画新築工事

神奈川労働局長表彰
　優良賞

　　五洋建設　株式会社　東京建築支店
　　　　（仮称）クレストフォルム矢向ⅢＡＣＥ棟新築工事

　　株式会社　竹中工務店　横浜支店
　　　　アマダ伊勢原歴史記念館新築工事

　功績賞

　　建設業労働災害防止協会神奈川支部副支部長
　　湘南分会長

　　　　小　玉　　　徹

　安全衛生推進賞

　　建設業労働災害防止協会神奈川支部　横浜北分会副分会長

　　　　黒　田　　敏　浩

令和元年度　安全衛生表彰受賞者名簿
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優　良　賞

１　会社　（22社）

労働災害防止に優秀な成績を収め、他の模範となる会社、工事現場、団体とする

２　工事現場　（23現場）

横 浜 西 分 会
横 須 賀 分 会

〃
〃
〃
〃
〃

湘 南 分 会
〃
〃
〃

小 田 原 分 会
〃
〃
〃
〃

厚 木 分 会
〃

相 模 原 分 会
〃
〃
〃

横浜南分会
〃
〃
〃
〃
〃
〃

横浜北分会
〃
〃
〃
〃

横浜西分会
川崎南分会
川崎北分会

〃
〃
〃
〃

平 塚 分 会
厚 木 分 会

〃
〃

サ ン 建 設　 株 式 会 社
角 田 産 業　 株 式 会 社
有 限 会 社　 東 住 設
有 限 会 社　 環 建 設
川 島 建 設　 株 式 会 社
株 式 会 社　 佐 野 技 建
有 限 会 社　 サ ワ ム ラ 工 務 店
株 式 会 社　 大 春 工 務 店
株 式 会 社　 橋 本 造 園 土 木
株 式 会 社　 柴 田 電 気
株 式 会 社　 鎌 倉 日 本 土 木

有 限 会 社　 小 林 建 設
ア ソ ー 熱 工 業　 株 式 会 社
株 式 会 社　 下 田 組
有 限 会 社　 松 尾 配 管 所
株 式 会 社　 蒲 谷 工 務 店
三 池 建 設 工 業　 株 式 会 社
株 式 会 社　 つ く し 電 業 所
三 伸 建 設　 株 式 会 社
岡 﨑 電 機　 株 式 会 社
協 永 工 事　 有 限 会 社
株 式 会 社　 タ ジ リ 住 建

株式会社　渡辺組
馬淵建設　株式会社
株式会社　鴻池組横浜支店
株式会社　鴻池組横浜支店
株式会社　鴻池組横浜支店
株式会社　鴻池組東京本店
風越建設　株式会社
工藤建設　株式会社
株式会社　大勝
株式会社　竹中工務店横浜支店
東電同窓電気　株式会社
株式会社　三木組
株式会社　岡田建設
レイズネクスト　株式会社　川崎事業所
矢島建設工業　株式会社
株式会社　北島工務店
河合土木　株式会社
ジェクト　株式会社
株式会社　井上工務店
匠建設　株式会社
株式会社　小島組
国土開発工業　株式会社
人の森　株式会社

横浜税関本関外１件（１７）建築改修その他工事
横浜市西区中央２丁目計画新築工事
西部処理区相沢第二雨水幹線下水道整備工事
新東名高速道路向原工事用道路工事

（仮称）桜木町ホテル計画
横浜恵比須リサイクルセンター建設工事
ディアスタ大和新築工事
アルプス技研第２ビル新築工事

（仮称）横浜市南区井土ヶ谷中町計画新築工事
野田鎌田学園横浜（仮称）新校舎新築工事
横浜市市民文化会館関内ホール改修工事

（仮称）保土ヶ谷区帷子町１丁目計画新築工事
三ツ境ほか１か所口径 100㎜から 200㎜配水管布設替工事
2018 年度 MMA 定期修理工事
小田その１下水幹線その６工事

（仮称）グループホームプラチナホーム有馬新築工事
馬絹４丁目３００mm-75mm 配水管布設替工事
下小田中小学校校舎増築その他工事
宿河原小学校体育館改修及び倉庫等新築その他工事
湘南マツダ相模原店新築工事

（仮称）メイサムフレール新築工事
ＪＤＣ厚木技術センター他解体工事
H29 多摩川東古市場築堤護岸工事
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３　職長賞　（４名）
永年にわたり工事現場の職長として、労働災害防止に尽力し、他の模範と認められる者

２　功績賞　（27名）
永年にわたり建設業の安全衛生運動を活発に推進し、功績のある者

横浜南
横浜北
横浜西
　〃
川崎北
　〃
横須賀
　〃
　〃
　〃
　〃
湘　南
　〃
平　塚

平　塚
　〃
　〃
小田原
　〃
厚　木
　〃
　〃
相模原
　〃
　〃
　〃
空　調

堀 江 樹 男
野 沢 隆 一
水 村 初 男
藤 村 隆 正
吉 澤 敏 行
赤 羽 芳 彦
勝 村 知 由
吉 倉 一 博
大 山 陽 史
内 藤 義 和
吉 岡 範 雄
関 口 和 成
川 又 辰 治
原　 博 章

多 田　 功
荻 野 宏 治
小 林 洋 介
勝 俣 昭 彦
伊 藤 秀 夫
水 野 由 雄
福岡圭一郎
金 井 眞 司
岡　 雄 一
芳 賀 錠 二
原 田　 勝
鳥 海 大 輔
林　 弘 道

馬淵建設　株式会社
西松建設株式会社　関東土木支社
株式会社　水村建設
株式会社　栁沼建設　
株式会社　吉孝土建
信号器材　株式会社
ユタカ建設　株式会社
有限会社　吉倉造園
株式会社　明和設備工業
武尊建設　株式会社
株式会社　ヨシオカ
株式会社　関口電気工事
増子電気工事　株式会社
東和電気　株式会社

株式会社　コラム建設
株式会社　甲斐組
株式会社　タックホーム
箱根建設　株式会社
株式会社　伊藤工務店
株式会社　山善
株式会社　小島組
株式会社　星建設
谷津建設　株式会社
芳賀建設工業　株式会社
原田美装　株式会社
株式会社　東洋カイテック
株式会社　朝日工業社　横浜支店

個　人　賞

１　功労賞　（21名）
永年にわたり建設業の安全衛生水準の向上発展に功労があった者

横浜南
横浜北
　〃
　〃
横浜西
　〃
鶴　見
　〃
川崎南
川崎北
横須賀

湘　南
　〃
　〃
小田原
　〃
　〃
厚　木
　〃
　〃
相模原

横浜南
瓦屋根
　〃
鉄　筋

白 井 崇 雄
中 条 久 永
平 山 文 雄
福 島 勇 守
谷 津 潤 二
武 田 幸 光
片 岡 武 尚
石 井 一 登
沼 田 光 義
粟 竹　 忠
下 里 晃 雄

桐 山　 力
中 村 裕 司
加 藤 一 幸
譲 原 一 夫
浦 井　 謙
金子たゑ子
平 良 浩 二
渡 辺 貞 行
早 川 重 和
野 﨑　 徹

藤 代　 修
浅 野 哲 也
山 口 清 孝
奈 良 克 也

株式会社　白井組
工藤建設　株式会社
建災防横浜北分会
東電同窓電気　株式会社
株式会社　谷津建設
幸和建設工業　株式会社
東邦電設　株式会社
石井建設工業　株式会社
沼田工業　株式会社
株式会社　大山組
有限会社　下里建設

有限会社　太陽ホーム産業
浅岡建設　株式会社
株式会社　加藤工務店
株式会社　小田原衛生工業
浦井建設　株式会社
金子建設　株式会社
株式会社　佐々木機械土木
株式会社　寺田土木
有限会社　峰建設
株式会社　野﨑工業所

三浦防水工業　有限会社
株式会社　明建
株式会社　横浜建材工業
株式会社　阿部鋼業
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☆令和元年　建設業における署別労働災害発生状況☆ （休業 4 日以上）

署
年

横
浜
南

鶴
　
見

川
崎
南

川
崎
北

横
須
賀

横
浜
北

平
　
塚

藤
　
沢

小
田
原

厚
　
木

相
模
原

横
浜
西

合
　
計

元 年

61 14 40 52 48 81 42 42 36 51 44 72 583

(1) (1) (1) (1) (2) (2) (8)

前 年

71 11 37 44 49 66 41 47 18 52 49 46 531

(1) (2) (1) (1) (1) (1) (7)

　　　　神奈川労働局（令和元年 10 月 31 日現在）

（注）　１ 労働者死傷病報告による。　２（　）内は、死亡者数で内数である。

☆令和元年　死亡災害発生状況☆
死 亡 災 害 把 握 数 死 亡 災 害 件 数

本　　年
( 平成 31 年・令和元年 )

前年同期
( 平成 30 年 )

前々年同期
( 平成 29 年 )

平成 30 年
( 暫定値 )

平成 29 年
( 確定値 )

平成 28 年
( 確定値 )

製 造 業 2 5 6 6 6 3 

建 設 業 8 (1) 7 4 10 (1) 6 (1) 9 (1)

交 通 運 輸 業  1 2 

陸上貨物運送事業 2 (1) 1 3 (1) 2 5 (1) 2 (1)

港 湾 荷 役 業 1 1 1 

商 業 4 (2) 3 4 (2) 3 3 (1)

清 掃・ と 畜 業 2 5 4 5 (1) 4 2 

そ の 他 2 4 (1) 5 (2) 5 (1) 6 (2) 6 (1)

合 計 16 (2) 27 (3) 25 (3) 34 (5) 30 (4) 28 (4)

神奈川労働局（令和元年 10 月 31 日現在）

（注）： 死亡災害把握数は、欄外表示の日までに把握した死亡災害の件数です。
           （　）は、事故の型が「交通事故」であるものを内数で表示しています。
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支部行事予定 （令和元年 12 月～令和 2 年 3 月）

第２回理事会	
時：１２月４日　15：00	
所：講堂	

技能講習内部監査	
時：１２月６日　16：00	
所：支部事務局	

分会事務局長会議	
時：１２月１２日　15：00	
所：崎陽軒本店	

懇親会	
時：１２月１２日　17：00	
所：崎陽軒本店	

雇用管理研修	
時：１２月１６日　　9：00	
所：講堂	

仕事納め	
時：１２月２７日　　	
	

労働局新年挨拶	
時：１月７日　10：00　	
所：神奈川労働局	

建設５団体関連賀詞交換会	
時：１月７日　11：00　	
所：ロイヤルパークホテル	

正副運営委員長・部会長会議	
時：１月１６日　15：00	
所：１階会議室	

正副支部長・分会長会議	
時：１月２７日　15：30	
所：１階会議室	

安全祈願祭	
時：１月２７日　16：40	
所：伊勢山皇大神宮	

懇親会	
時：１月２７日　17：30	
所：伊勢山ヒルズ	

編集委員会	
時：３月５日　15：00	
所：１階会議室	

分会事務局長会議	
時：３月１３日　15：00	
所：ロイヤルホールヨコハマ	

分会事務局長会議・専任講師合同会議	
時：３月１３日　16：10	
所：ロイヤルホールヨコハマ	

懇親会	
時：３月１３日　17：00	
所：ロイヤルホールヨコハマ	

経営首脳者セミナー	
時：３月１６日　13：00	
所：講堂

☆令和元年　死亡災害の概要☆
番号 発生月

発生時刻
業　　種

事業場規模
起因物

事故の型 発　生　概　要

1 １月
13 時頃

建築工事業
10 名～ 29 名

乗用車、バス、バイク
交通事故

　解体工事現場に面した道路に駐車したトラックに乗り込もうとしたところ、
後方から走行してきた乗用車に追突され、頭部及び胸部を強打したもの。

2 １月
13 時頃

建築工事業
～９名

はしご等
墜落、転落

　個人住宅のベランダ改修工事において、地面からベランダに立て掛けたはし
ご（脚立を広げたもの）でベランダ部材の取り外し作業を行っていた被災者が
墜落したもの。

3 ３月
16 時頃

建築工事業
～９名

屋根、はり、もや、けた、合掌
墜落、転落

　防水工事を行うために屋上から脚立を使用して庇に降りる際、または、庇で
作業中、7.9 メートル下の地面に墜落したもの。

4 ７月
14 時頃

建築工事業
10 名～ 29 名

屋根、はり、もや、けた、合掌
墜落、転落

　工場の屋根に設置されたルーフファン（煙突）を塗装中、スレート屋根を踏
み抜いて約１４メートル下のコンクリ床に墜落したもの。

5 ７月
11 時頃

土木工事業
10 名～ 29 名

地山、岩石
墜落、転落

　林道拡幅工事で、林道脇の山林に登り立木を伐倒してチェーンソーを地面に
置いた直後、斜面を林道まで約１４メートル転落したもの。

6 ８月
17 時頃

土木工事業
100 名～ 299 名

高温・低温環境
高温・低温の物との接触

　土地区画整理事業造成工事において、施工管理補助業務に従事していた派遣
労働者が、帰宅で利用する最寄り駅構内で倒れているのを発見されたもの。当
日は気温が 30 度を超えており、高温環境下で測量及び巡視作業を行っていた。
病院で熱中症の診断を受け、８日後に死亡した。

7 ８月
14 時頃

建築工事業
～９名

はしご等
転倒

　マンション新築工事におけるバルコニーの型枠解体作業場所で、バルコニー
天井の水切目地棒を撤去中、脚立に上がろうと踏み面の１段目に右足をかけた
際に踏み外して脚立ごと倒れたもの。

8 9 月
15 時頃

建築工事業
～９名

建築物、構築物
崩壊、倒壊

　ビルのテナント退去後の原状回復工事で、テナント内のブロック塀（高さ１．
８メートル×長さ２．８メートル、推定６００キログラム）を倒して取り除くた
め、当該塀の下部を手工具を使い、はつり作業中、当該塀が作業者側に倒れて
下敷きになったもの。

神奈川労働局（令和元年 10 月 31 日現在）
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※呼吸用保護具は
着用義務が拡大

（Ｈ29）

お申込み方法/お問い合わせ先

厚生労働省「じん肺総合対策普及啓発事業」事務局ホームページ（委託先：テクノヒル株式会社）より
お申し込み専用Webフォームへご登録下さい。その他のご質問は御電話でお問い合わせ下さい。
HP：https://www.technohill.co.jp/technohill/r1_jin/ TEL：03-6231-0133

厚生労働省労働衛生課「じん肺総合対策普及啓発事業」

事業者が、安全衛生に配慮した事業を行えるように
省令や対策必須事項について、専門講師が
分かりやすく解説します。 （詳細は裏面）

御参加をお待ちしております！

あなたの職場は大丈夫？
疑問にお答えします！

粉じん作業に該当するのか
わからない

法令違反をしていないか自信がない

労災を発生
させたくない

コストの低減対策
はないか

従業員のじん肺教育をしたい

2020年 講習会
省令改正後の法定義務と対策が分かる！

講習会概要

粉じん作業のある事業場の事業者や現場管理者、
衛生管理担当者、安全衛生推進者など

対象

１ 粉じん障害防止総合対策の取り組み、粉じんに関する法令

３ 電動ファン付き呼吸保護具使用体験講習

２ じん肺の知識と粉じん作業従事者に対する健康管理

プログラム

専門講師による
各種マスク体験講習

受講無料

開会 13：30～16：50（13：10 開場）

2020年 開催場所・日時＊会場の詳細は裏面をご参照下さい

名古屋 1/23（木） 東京 1/27（月） 仙台 1/28（火）
福岡 2/ 3 （月） 大阪 2/ 6 （木） 岡山 2/ 7 （金） 札幌 2/19（水）

全国７ヵ所で開催
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粉じん障害防止対策、正しく行っていますか？

お申し込みは専用Webフォームからご登録下さい。空きがあれば直前でも受付け致します。
HP：https://www.technohill.co.jp/technohill/r1_jin/ TEL：03-6231-0133

名古屋 1月23日（木） TKP名古屋栄カンファレンスセンター
愛知県名古屋市中区栄3-2-3 名古屋日興證券ビル 7F

栄駅徒歩8分
伏見駅徒歩7分

東京 1月27日（月） TKP東京駅大手町カンファレンスセンター
東京都千代田区大手町１-8-1 KDDI大手町ビル 22F 大手町駅直結

仙台 1月28日（火） TKPガーデンシティPREMIUM仙台西口
宮城県仙台市青葉区花京院1-2-15 ソララプラザ 8F 仙台駅徒歩3分

福岡 2月 3日（月） ACU-H（アキュ）
福岡県福岡市博多区博多駅中央街7-21 紙与博多中央ビル 6F JR博多駅徒歩3分

大阪 2月 6日（木） 大阪科学技術センター
大阪市西区靱本町１-８-４ 8F 本町駅徒歩5分

岡山 2月 7日（金） オルガホール
岡山県岡山市北区奉還町1-7-7 B1F JR岡山駅徒歩7分

札幌 2月19日（水） 札幌国際ビル貸会議室
札幌市中央区北４条西4-1 札幌国際ビル ８F

地下鉄南北線
さっぽろ駅出口横

事業者には、粉じんによる労働者の健康障害を防止する法定義務があります。しかし、正しい知識の不足により適切な
粉じん障害防止対策が取られていない事業場は未だに見られます。粉じん作業に従事する全国50万人以上の労働者が
安心して働けるよう、近年の事業のあり方の多様化を反映して法律や省令は変わります。

労働安全衛生法に定める保護具の適切な使用、健康診断の実施、従業員の健康管理教育、省令も含めると事業者の
法定義務は複雑です。厚生労働省は、職域における「粉じんばく露防止対策講習会」を開催します。

粉じんに関する新しい法令や義務、利用できる行政サービス、従業員の健康管理教育義務のあるじん肺等の健康障害
など、専門講師が分かりやすく解説いたします。また、平成29年より着用義務の拡大した呼吸用保護具の体験講習で、
実際に使用した時の感覚を体感できる機会をご用意しました。

事業者には知識の更新が求められています事業者の義務

事業者の皆様に正しい知識を得る機会を無料で提供します厚生労働省の取組

皆様の奮っての御参加をお待ちしております！講習会

第9次粉じん障害防止総合対策 （平成30年度-令和４年度）

●屋外作業での対策（研磨、ばり取り、破砕作業等）
●ずい道等建設工事の粉じん障害防止対策
●呼吸用保護具の使用の徹底及び適正な使用の推進
●じん肺健康診断の着実な実施
●離職後の健康管理の推進
●その他（アーク溶接、岩石裁断、金属研磨等作業での対策）

厚生労働省は、粉じんばく露を防止する計画を５年毎に定め、
粉じん障害の予防の啓発を行っています

2020年 開催日/会場一覧 13：30～16：50 （13：10 開場） 全て駅近!!
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